
研修会アンケートまとめ

所属 感想等 今後のテーマの希望

公民館運営審議

会委員

公民館の発祥やできた当時の理念を知ることがで

き、公民館についての理解が深まりました。

地域と学校の協働による、地域教育力の向上につい

て自分のできることは何か考えていきます。

田中雅文先生のお話がとても分かりやすかったで

す。ありがとうございました。

真のハイブリッドについ

て、さらに深く学びたい

と思いました。

公民館運営審議

会委員

とても分かりやすい話でした。

公民館の歴史からの話があり、よかった。

分館の職員の方の参加があり、課題の共有ができる

といい。

①公民館の歴史（可能で

あれば三多摩の公民館の

歴史、小平の公民館の歴

史）

②これからの公民館の役

割について

③公民館の有料化につい

て

事業企画委員

公民館活動のあり方について、コンパクトな整理を

していただき、ありがとうございました。

また、コロナ禍の公民館活動に対する影響について

も広く紹介をいただき、大変参考になりました。

そのうえで、今回のコロナ禍は、私の見るところで

は、大学生世代にまことに甚大な影響を与え、、ま

た与え続けているように感じます。

このような状況の下でこそ、大学生の公民館利用を

促す絶好のチャンスであったのでは、と思います。

ただし、その場合、具体的に何ができるか、いろい

ろ考えてみたいと思います。

コロナ禍における公民館

活動で、特色ある活動が

あれば、その紹介及び成

功の原因をご教示いただ

くような講座を開設して

いただきたい。

事業企画委員
講座開催を模索中に良い研修をありがとうございま

した。

事業企画委員

コロナ禍での公民館活動、サークル活動、具体的に

どうすればよいのか、飲み込めなかった。公民館の

あり方等はよく理解できたが。
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事業企画委員

私は今まで、「公民館とは何か」深く考えたことは

なかった。「地域をいかに育てていくか」その基本

的な寄り所であったのだ！

自治会も趣味の会も学校の関係も、大学も、事業所

も、すべての基本的な寄り所であった。

もっと、すべての地域の人々が気軽にいつでも頼れ

る場所にしていかなければならないと思った。

地域の核としての公民館

とはどうあるべきなの

か。

地域に関係する自治会も

事業所も、行政も学校も

高齢者もすべてが関わる

寄り所としての公民館は

どうあるべきか、そのヒ

ントが得られるような話

し合いができる、行事が

開催できればと思う。ミ

ニ防災訓練もその１つだ

と思う。

事業企画委員

現在公民館をとりまく、変化する時代背景などが法

律や事例をもとに、整理してお話しいただけてよ

かった。中でも大学での大学生の様子が参考になっ

た。大学生の視点・意見などもう少し掘り下げたお

話が伺えるとうれしい。

連携協働について伺いた

い。

事業企画委員

感染症対策の中で安全な企画、運営方法というお手

本を提示して頂き有意義な時間でした。今後は、各

分館でもオンラインでの講座受講が可能になると、

必要としている人に受講が許されない「抽選」がな

くなり市民に公平感が広がると思います。

PCでは講師の方の音声が聞きにくかったのです。

質問に関してはご自身の意見を入れずに一人30秒

程度で一点のみにまとめていただけないとオンライ

ンでの質疑応答は間延びしてしまい集中力が欠けて

しまいます。

オンラインでの会議の進

め方　質疑応答のまとめ

方

事業企画委員

オンラインを利用した講演の可能性を確信できた研

修会でした。

オンラインでの参加者は、スマホかPCが会場とな

り、対面でなくても、ある程度コミュニケーション

ができる事は、講演に参加できる人数に余裕ができ

るメリットがあります。

公民館活動に大きな広がりを感じました。

１災害防災としての感染

症予防や対策について

２再生可能エネルギー、

脱炭素社会の実現に向け

た具体的な取り組み（自

治体として）
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事業企画委員

・コロナ　での研修会、出席お疲れさまでした。

・研修内容の濃いことで、結末があいまいになった

こと反省します。

・今後の課題の取り組みに期待しています。

・実務レベルの公民館の

役割は何か、具体的討議

形式を含めた講演会を望

む。

・地域活性化の秘策につ

いて‼

事業企画委員

友の会等

アカデミックな観点から公民館の成り立ちや経緯が

聞けて改めて頭が整理されました。

社会教育法の４割が公民館のことを書いていること

は新鮮な驚きでした。公民館が減っているのは残念

ですが、小学校の数と中学校の数の中間にあること

もしっかりインプットできました。

コロナ時代を過ぎて①対面でなければならないこと

と②リモートでもよいことの２つをしっかり区分け

して、両面の良いところをバランスよくやっていく

という、これからの世の中を、前を向いて考えてい

きたいと思いました。

何か専門性を持たないと

一般的に思想、世界観、

哲学、文学などを生涯教

育として学んでも難しい

のかなーと思いましたが

…

やはり、分解して一つず

つ組み立てていくしかな

いかと思いました。

友の会等

とてもいい講演会でした。

☆学校支援ボランティアをずっとしていましたが、

小平が進んでいるいるとは知りませんでした。

☆人と人がつながることの大切さをここ１年とても

感じるようになっています。直接会うことでコミュ

ニケーションをとっていたのですが、コロナ禍でま

まならぬ中、ZOOMの活用でつながり方の変化によ

る、新しいつながり方も覚えてとても便利です。多

様な方法で、つながることができるようになること

もいいものだなと感じている近頃ですが、肌で体温

を感じられるつながりも再びやってくる日を心待ち

にしているところです。

☆公民館と地域とのつながりは、今後の大きな課題

だと思いました。

友の会等

公民館の歴史と現状を知り、大変勉強になった。

先生も小平市の公運審の委員をしていたこともあ

り、的確な意見に対しての返答もよかったと思う。

なぜ、今、若い人が公民

館に集まらないのか？

（知らないのか？興味が

ないのかそれが問題だ）
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職員

・進行表や座席表を置いてほしかった。

・会場内のグループワーク、ZOOM内のブレイクア

ウトルーム機能を利用したグループワーク、さらに

会場とZOOMのメンバーの意見交換を模索してほし

い。

・欠席者に対しても、今回の研修会の取り組みを

ペーパーで報告してほしい。（情報共有、振り返り

のため）

・afterコロナに向けた公

民館活動について

・（引き続き）コロナ禍

における公民館活動の現

状と課題

・ハイブリッドではな

く、参加者全員がZOOM

で参加して、ICTスキルの

向上をしてほしい

職員

分かりやすいお話をありがとうございました。

Afterコロナについてもしっかり考えていこうと思

います。

職員

初期の公民館の姿から始まり、リモートでの事業内

容までを分かりやすく講義していただき、参考にな

る内容であった。

・若い世代に合った公民

館の運営について

・仲間づくりについての

広報のこれからの展開に

ついて

職員

ZOOMを使ってのハイブリッド研修会ができてよ

かったです。コロナ禍での公民館の活動について、

大変参考になりました。

職員

新しいコロナ禍の中で、やるべきことを考える良い

きっかけと素材を与えていただいたと思う。今後に

活用していきたい。

職員

公民館事業企画委員会委員には、研修の機会があま

りないので、このような研修会は、大変有意義だと

思う。もっと、研修の機会を増やしてほしい。

いろいろな立場の人の意見が聞けて良かった。

・サークルの活性化につ

いて

・オンライン講座につい

て

職員

（質問）

・大学でのリモートで講義を行っていて、著作権の

問題の注意点はあるでしょうか。

・公民館内で行う場合は、社会教育の範疇で、教材

のコピーや楽曲の演奏など行っていますが、ネット

ワークで行う場合、少し注意が必要になるかと考え

ています。
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